
 

 

 

 

 

 

 
 
  
 

市民の皆様から地域の課題解決や魅力向上のための施設整備に関する提案を募集し、二

段階の公開コンテストで選考された提案に最大500万円の整備助成金を交付し、市民の皆

様が主体となったまちづくりを支援する横浜市独自の事業です。 

これまで、地域交流や高齢者の見守り、子育て支援、自然環境・歴史資源の保存、防災・

防犯など、市民の皆様が主体となり分野を問わず幅広い施設の整備が行われてきました。 

まち普請事業を通じて、みんなのまちの夢を形にしませんか？ 

まずは、下記の担当連絡先の地域まちづくり課までお気軽にご相談ください。 

 

  

 

 

 

 

 

 
  
 

■応募期間  ４月１日（木）～６月２日（水）必着 

■申込方法 

応募書類を横浜市都市整備局地域まちづくり課へ提出してください。 

※様式は、横浜市 HP 内のヨコハマ市民まち普請事業のページからダウンロードできま 

す。二次元コードもしくは WEB で「まち普請」と検索してください。 

※応募書類の作成を市職員が支援します。 

 

■担当連絡先 

都市整備局地域まちづくり課 ヨコハマ市民まち普請事業担当  

電話 045-671-2679 E-mail  tb-seibiteian@city.yokohama.jp 

 

 

○整備場所又はその近くにお住まいの方、事業を営んでいる方、土地や建物を所有している方に

該当する住民等を３人以上含んでいるグループであること 

○自らが主体となって整備を行う意欲があること 

○事前に地権者等に整備提案の内容及び本事業に応募することを説明していること 

○住民等が持つ新しい発想、手法、地域の資源などを生かした取組で、その成果が地域まちづく

りに寄与すると考えられる整備提案であること 

 

 

 

令 和 ３ 年 ３ 月 2 4 日 
都市整備局地域まちづくり課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

主な応募要件 

裏面あり 

多世代交流拠点 自然環境保全 防災 

ヨコハマ市民まち普請事業とは？ 

応募期間・申込方法 

まち普請 

西区東ケ丘：CASACO 泉区下和泉：わきみずの森 西区西戸部：わくわくハウス 



 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和元年度に整備提案に選定されたグループの整備施設が完成しています。 
ヨコハマ市民まち普請事業の応募を検討される皆さまは、ぜひ一度、先輩グループが整備
した施設を訪れて、まち普請事業の体験談を聞いてみてはいかがでしょうか。 

※活動時間については、コロナウイルス感染症対策等の事情により変更の可能性があります。 
お電話にてご確認ください。 

 
 

 

みんなの絵本のおうち 【おはなしの風】 令和２年７月ＯＰＥＮ！ 

 相鉄線いずみ中央駅の高架下に新築された建物に、絵本を

コミュニケーションツールとして活用した居場所を整備。 

絵本をきっかけとした地域の交流の場を目指します。 

所在地：泉区和泉中央南５-４-11 

TEL：045-295-2104 

コミュニティカフェ icocca 【ＮＰＯ法人icoccaひのみなみ】 令和２年10月ＯＰＥＮ！ 

 

 

 

 

 

 

港南区内で最も高齢化率の高い住宅街にある空き店舗を

改修し、多世代交流拠点を整備。 

いつでも、誰でも立ち寄れて、休憩できる「みんなのリビ

ング」のような場を目指します。 

所在地：港南区日野南6-29-17 
TEL：045-367-9895 

菊名みんなのひろば【菊名・錦が丘にみんなの“ひろば”をつくる会】 令和３年２月完成！ 

 
 
 
 
 
 
 

港北区菊名・錦が丘地域には地域住民の交流の場が少ない

ため、みんなが自由に集まれる交流拠点を整備。 

提案場所が新たな拠点となり、更に新しい活動が生まれる

地域にしていきます。 

所在地：港北区錦が丘 17-７ 
TEL：045-294-3691 

お問合せ先 

都市整備局地域まちづくり課担当課長  萩原 慶一   Tel 045-671-2665 

事業の流れ 

先輩グループが整備した施設に行ってみよう！ 

 

 
   

 

 
 

１次 

コンテスト 

最大500万円の整備助成金を交付 

（申請金額によります） 

※設計費、工事費、工事監理費、活動経費が対象 

① 活動助成金（最大30万）を交付 

② まちづくりの専門家を紹介 

③ 市職員が打合せに参加し､伴走支援 

④ まち普請事業の先輩と懇談会 

提案募集 

 

R３年７月～１月 R３年４月１日～６月２日 R３年７月 

2 次コンテスト

に向けた活動 

 

 
  ２次  

コンテスト 

R４年１月 

R4 年度 

整備 

 

活用～

運営 

R４年度中 

２回の公開コンテストは以下の審査基準から評価され当日中に結果が出ます。 

・1次コンテスト（創意工夫・意欲・公共性） 

・2次コンテスト（創意工夫・実現性・公共性・費用対効果・地域まちづくりへの発展性） 


	★【記者発表】（都市整備局・令和２年3月24日10時）「身近なまちづくりの提案大募集まちのみんなの夢をヨコハマ市民まち普請事業で形にしよう～最大500万円を助成～」pdf
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